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2018．11 月より 2019．2 月まで 

   

2018.12.15 忘年会 今年もがんばりました。観山荘本館 

 

                                          2018.11 正善寺報恩講法要 

法要準備 金仏具を磨きます。婦人会特製のお斎 おいしくいただきます。満堂の聴聞 

2019.2.23 正善寺仏教婦人会例会・料理教室 ラララランチ会 

 

2018 除夜会   2019 元旦会 

 
2018.12 位牌会 

除夜の鐘撞き始め おせちのご接待も 名物はたまご酒 

    

まずはお勤め  みんなで一緒に力作を!  それぞれの家庭料理も舌鼓 おいしいでーす! 

 



 

３月 16 日(土)法要準備会 

   10:0 より１5:００まで 

彼岸法要の準備、本堂のおかざり、

納骨堂の清掃等をします。 

昼食用意しています。たくさんのご参加 

お願いします。 
    

     「小倉親鸞のつどい」ご案内 

            ガン、認知症、死んでもハッピー 

           講 師 医療法人裕和会 長尾クリニック 長尾和宏 師 

日 時  ３１年３月８日(金) １４時開演 １６時３０分閉演 

会 場  小倉北区大手町 女性センター「ムーブ」大ホール   

入場券  ５００円  お寺にあります。当日券あります。 

参加制限ありません。どうぞお誘いあわせの上ご参加ください。 

  ご  案  内 

と き  平成 ３1 年 ３ 月 18 日 より 19 日 まで 

 

 

 

 

 

 １8 日(月) 19 日（火） 

昼 席 午後 1 時３０分 午後 1 時３０分 

 

講  師 （山口県下関市 ） 

本願寺派布教使  寺 田 教 昭 師 

ど う ぞ お 誘 い あ わ せ の う え お 参 り 下 さ い。 
 

春  季  彼  岸  法  要 

次女 行子 

増永隆之介氏とのご縁

をいただき 3１ .2.17

当山にて仏前結婚式を

あげました。今後もよ

ろしくお願いします。 

香炉の灰は 

ハート形にて 

焼 香 



 

４月８日は「お釈迦様の誕生日」 

みんなでお祝いしましょう  

花まつり・ 甘茶接待 

【日 時】 ４月 8 日（月） 

午前１１時より午後１6 時まで  

【会 場】 正善寺・神岳保育園玄関前 

小倉仏教会主催  

午後 14 時より午後１6 時まで  

【会 場】 旦過丸和前にて開催 

初 参 式(しょさんしき) 正善寺本堂にて 

と き ６月９日(日)午前１１時開始 

小さいお子様がお寺の仏さまの前で初め

てお参りをする儀式です。最近生まれたお子

様はぜひ参加いたしましょう。家族揃ってお

いでください。お待ちしています 

『こんなはずではなかった』が

『これでよかった』に転ずる 

仏法聴聞   

次回の法要のご案内  永 代 経 法 要  

【と  き】   6 月 8 日(土) 昼席 ・ 6 月 9 日(日) 昼席 (昼席２日間) 

【講 師】  当山 正 善 寺  住職  酒 井 光 義 
準備会予定 6 月 5 日(水)10:00～15:00 

                   

三月のやさしい雨は、春を待つ、木々の根に降り注ぐ恵

みの雨のような気がします。ご門徒の皆様、お元気でお過

ごしでしょうか?ごぶさたばかりで申し訳ございません。 

お寺の保育園では卒園するこどもたちとの大切な行事が続き、その都度「大きくなったなあ」「立

派になったなあ」「お別れはさみしいなあ」と笑顔の中にも職員で涙を流す日々です。別れがつらい

と思えるほどの出会いに出遇えたことを感謝したいと今は思います。 

私事ですが、次女がこの度結婚しました。「この人とこれからの人生を一緒に歩いていきたい」と

思える人に出遇えたことを、親として一番喜んで送り出してやりたいねと住職と話しました。喜び

の反面心にぽっかりと穴があいたようなさみしさを感じます。子離れの努力をこれからしていかな

ければならないと自分に言い聞かせながら、ふと阿弥陀様のお声を頂きました。「子離れは必要ない

よ」と。いつの時もわたしのことを包み込んで願いをかけていて下さる阿弥陀様。いつの時も娘の

幸せを願う私。親と子として出遇えたことにせいいっぱい感謝をして今までよりも少し遠くから、

娘の心の伴走者として慈しみの心をかけていけばよいのだとそれが母親としてできることなのだ

と、気づかせて頂きました。嫁ぐ日「私が生まれてきた訳は父と母とに出会うため 私が生まれて

きた訳はきょうだいたちに出会うため 私が生まれてきた訳はともだちみんなに出会うため 私が

生まれてきた訳は愛しいあなたに出会うため 春来れば花自ら咲くように 秋くれば葉は自ら散る

ように しあわせになるために誰もが生まれてきたんだよ 悲しみの花の後からは喜びの実が実る

ように」さだまさし「いのちの理由』この言葉をお寺の掲示板に住職が書かせて頂きました。                                   

三月は大切なお彼岸を迎えます。先に往かれた大切な方々に手を合わせ、「南無阿弥陀仏」に出遇え

たことを一緒に喜ばさせて頂きたいと思います。お参りを心よりお待ちいたしております。合掌 

行 事 ご 案 内 【如来大悲の恩徳は 身を粉にしても報ずべし】 

編 集 後 記 



 


